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事業者の皆
さん

ご存知です
か？
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今
般
の
合
併
で
、
津
山
は
文
化
・

教
育
・
物
流
の
拠
点
都
市
か
ら
、

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
広
大
な

山
地
を
抱
え
る
複
合
都
市
へ
と
変

貌
し
ま
し
た
。
雄
大
な
那
岐
連
峰

と
、
そ
の
山
頂
か
ら
の
吉
井
川
と

た
め
池
が
陽
光
に
輝
く
眺
め
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
は

田
畑
・
里
山
・
漁
猟
の
幸
を
求
め

た
祖
先
の
営
み
の
遺
産
で
あ
り
、

い
に
し
え
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
風
景

で
す
。

　

近
年
、
林
業
の
不
振
で
全
国
的

に
山
林
と
里
山
の
荒
廃
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
山
林
里
山

だ
け
に
限
ら
ず
、
内
水
面
か
ら
海

に
至
る
多
様
な
生
態
系
を
保
全
す

る
た
め
に
、
見
過
せ
な
い
問
題
で

す
。
私
が
幼
い
こ
ろ
は
、
今
で
は

珍
し
い
蛍
・
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ

ガ
タ
ム
シ
・
タ
マ
ム
シ
・
メ
ダ
カ
・

ヤ
ツ
メ
な
ど
が
身
近
に
観
察
で
き
、

子
ど
も
が
ハ
ヤ
・
タ
ナ
ゴ
な
ど
を
釣

る
姿
も
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
豊
か
な
自
然
は
日
本
の
誇
り

で
あ
り
、
山
林
と
里
地
里
山
を
ベ
ー

ス
に
し
た
複
合
的
な
環
境
を
保
全
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
孫
に
継
承
す

べ
き
も
の
で
す
。
津
山
は
コ
ナ
ラ
二

次
林
と
ア
カ
マ
ツ
林
の
異
な
っ
た
タ

イ
プ
の
里
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
抱
え
る
特

異
な
立
地
に
あ
り
ま
す
。
森
づ
く
り

県
民
税
事
業
と
国
の
里
地
里
山
保
全

再
生
事
業
の
推
移
も
視
野
に
捉
え
て
、

加
茂
川
・
宮
川
・
皿
川
な
ど
の
支
流

水
系
か
ら
吉
井
川
へ
の
環
境
と
生
態

系
が
保
全
・
再
生
・
活
性
化
さ
れ
た
、

若
者
が
定
着
で
き
る
豊
か
な
郷
里
に

な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
頭
聰
明

東
北
大
学
多
元
物
質
科
学
研
究
所 

理
学
博
士　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
頭 

聰
明
さ
ん
（
宮
城
県
）

　

今
回
は
、
原
子
核
科
学
を
専
門
と
す

る
三
頭
聰
明
さ
ん
か
ら
里
地
里
山
の
整

備
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
税
の
申
告
制
度
」
と
い
え
ば
、
市
県

民
税
や
所
得
税
な
ど
の
申
告
が
一
般
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）
に
も
申
告
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
に
は
、
土
地
や
家
屋
と
は
違

っ
て
登
記
制
度
が
な
い
た
め
、
所
有
者
に

申
告
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
者（
個
人
を
含
む
）

が
事
業
（
非
営
利
目
的
も
含
む
）
に
使
う

た
め
に
所
有
す
る
資
産
（
減
価
償
却
資

産
）
に
つ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状

況
を
申
告
す
る
制
度
で
す
。

申
告
の
主
な
対
象　

土
地
・
家
屋
以
外
で

所
得
税
法
や
法
人
税
法
で
減
価
償
却
資

産
と
し
て
計
上
し
て
い
る
も
の
（
固
定

資
産
台
帳
・
減
価
償
却
明
細
書
）
か
ら

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象

と
な
る
も
の
や
無
形
減
価
償
却
資
産
、

生
物
な
ど
を
除
い
た
も
の

申
告
期
限　

償
却
資
産
を
所
有
し
た
年
の

翌
年
１
月
31
日
ま
で

　

申
告
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

申
告
し
な
い
で
い
る
と
法
令
に
よ
り
延
滞

金
や
加
算
金
な
ど
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
市
で
は
償
却
資
産
申
告
の
内
容
に

つ
い
て
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

調
査
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
課
税
課　
32‐
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外構工事（門扉、塀、緑化施設、
側溝など）、ネット、フェンス、
受変電設備、広告塔、看板、壁
面文字、浄化槽・管理設備、駐
車場舗装・設備、外灯、ルーム
エアコンなど

外構工事、ネット、フェンス、
受変電設備、自家発電設備、広
告塔、製造設備、動力電源設備
など

ブルドーザ、パワーショベル、
大型特殊自動車、発電機、ラン
マ、タンパ、ロードローラ、パ
ソコン、コピー機、ルームエア
コン、看板など

日除け、看板、広告塔、受変電
設備、壁面文字、駐車場舗装・
設備、ルームエアコン、陳列棚、
陳列ケース、カウンター、テー
ブル、椅子、厨房設備、冷凍冷
蔵庫、カラオケ機器、レジスタ
ーなど

受変電設備、広告塔、看板、壁
面文字、サインポール、医療機
器、駐車場舗装、理美容いす、
プレス機など

受変電設備、広告塔、看板、壁
面文字、サインポール、浄化
槽・管理設備、地下タンク・設
備、防火壁、舗装路面、独立キ
ャノピー、洗車機、ガソリン計
量器、測定・検査工具など

不動産貸付、
賃貸マンショ
ン、アパート
共同住宅、駐
車場業（貸付
を含む）

製造業、印刷
業、倉庫業、
卸売業

建設業、工事
請負業、建設
機械等リース
業

店舗・小売販
売業、料理飲
食業

理・美容業、
医（歯科）業、
クリーニング
業

ガソリンスタ
ンド、自動車
修理業

業　　　　種 主な償却資産の内容
このような資産があれば申告してください！

3

　８月９日、勝北公民館で「わくわく
勝北っ子クラブ」の子どもたちがネイ
チャークラフトを体験しました。
　ネイチャークラフトとは、野山にあ
るものを使って工作するもので参加者
は「河原の石に絵を描いたペーパーウ
エイト（文鎮）」や「流木を組み合わ
せたハンガー」などの作品を子どもら
しく表現し完成させていました。

　市連合町内会阿波支部に今年４月新
設された女性部は、７月15日、愛育委
員や民生児童委員、PTA役員などと
ともに「三宅洋子副市長を囲む会」を
開催しました。
　副市長の講演後、意見交換会が行わ
れ、女性の柔軟な発想と行動力で阿波
地域を盛り上げていこうと、気持ちを
新たにしていました。

三
宅
洋
子
副
市
長
を
囲
む
会

女
性
パ
ワ
ー
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

わ
く
わ
く
勝
北
っ
子

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験

里
地
里
山
の
保
全
を
ベ
ー
ス
に
自
然
環
境
整
備
を

市政アドバイザーか
らの

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告
制
度

　ペットを飼っている人が増え、最近ではペ
ットが死ぬと、人間と同様に葬祭・供養する
ため、ペット専用の霊園などもあります。
　しかし、ペット霊園の設置に関して法が整
備されていないことから、地域住民と事業者
との間にトラブルが発生している例も増えて
きました。そこで津山市では「ペット霊園の
設置等に関する要綱」を制定・施行し、事業
者がペット霊園を設置・運営する場合に守る
べき事項を定めました。

◆ 主 な 内 容 ◆
☆近隣住民に周知すること
☆市長に計画書を提出すること
☆霊園・火葬炉の整備基準を守ること
☆周辺環境、近隣住民などに影響を与え
ないこと

　※詳しくは市ホームページを
　　ご覧ください
問い合わせ先　環境生活課
　　　　　　　332‐2055

ペット霊園の設置等
に関する要綱
を制定

みんなでつくろう！　津山の未来

「つやまっ子 未来債」発行
　今秋、市では初めて住民参加型市場公募債「つやま
っ子 未来債」を発行します。
　市では公共施設の建設など大規模な事業を行う場
合、市債を発行して国や銀行などから資金を借り入
れます。住民参加型市場公募債は、地域の皆さんに
使い道を明らかにしたうえで債券を買っていただき、
お預かりしたその資金で事業を行うものです。
　「つやまっ子 未来債」は津山の未来を担う子どもた
ちのための事業に使われ、今年度は「学校給食セン
ター建設事業」の財源になります。

問い合わせ先　財政課332‐2020

ぼ
う

◉みつがしら としあき　昭和19年長崎県生まれ。昭和24年津山市へ転居。津山高校卒業、大阪大学
大学院修士課程修了。東北大学金属材料研究所助手、助教授として平成19年３月退職。科学技術庁
顧問、動力炉核燃料開発事業団客員研究員などを歴任。

発行総額　２億円
募集期間　11月19日㈪～26日㈪（先着順）
発行日　11月30日㈮　　利率　11月16日㈮決定
利払日　半年ごと（５月、11月の各30日）
償還年限　５年満期一括償還
対象　市内に在住・在勤の20歳以上の個人または市内
　に営業拠点のある法人
購入限度額　１人10万円～500万円（10万円単位）
取扱金融機関　市内の中国銀行各支店・出張所
※詳細については広報つやま10月号でお知らせします

つやまっ子 未来債の概要


